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Global へのライセンス料が発生することなど注意事項がある。学習履歴データベースはラ
ーニングレコードストア（LRS）とも呼ばれるものであり xAPI (旧 Tin Can)や Caliper な
どの採用により実現できる。学習ログ活用は個々の学生に最適な学習方法の提示ができる
可能性があり検討に値する機能であろうが、その活用は途上といえる。 






















2.9. e ポートフォリオ・システム 
e ポートフォリオ・システムは、授業の振り返りや学習日誌であると定義するもの、教員
のメンタリング手段であると定義するもの、学習に限らない活動成果の記録と提示手段と
定義するものと実に様々なものがある [9]。一例として挙げれば、オープンソースの e ポー
トフォリオである Mahara [10]は Moodle と連携させ授業での日々の学習日誌をつけさせ
ることで学習者に客観的に見つめ直させるというメタ認知に基づいた学修支援システムで















ツの CDN 機能が効くというような利点も生まれるのでお勧めでもある。 
2.6. LMS 
ラーニングマネージメントシステム(LMS)には、大学の授業運営に必要な機能や要件を満



















教材機能9と学習履歴データベースを取り上げたい。外部教材には IMS Global [7]が定めた
LTI がある。Moodle などオープンソースの LMS には標準的に用意されていることが多い
が、スクラッチ開発やプロプライエタリ LMS の場合には、この機構を利用するために IMS 
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199教育システムの特性とマルチベンダー体制での開発
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注1 システム設計時に作成したものを加筆修正したものである。本論文で記述するサブシステムは太字で表
した。線はデータの流れを表しているが厳密なものではない。 
2 東京通信大学では、その意味でサブドメインに campus を使用している。なお、LMS は仮想的な教室
という意味で Class room の room を取って使用している 
3 Contents Management System の略 
4 百件前後のメッセージの管理はフラットで問題は生じないが、千の桁を超えると複数のフォルダ管理や
検索機能などが必要になるなどの機能の提供である 
5 連携にはユーザ ID の他、平文でのパスワード転送要求するクラウドサービスもあるため、セキュリテ
ィの観点から選定は慎重に行うべきである 





8 東京通信大学の LMS は記述言語に Python を利用した、ほぼスクラッチ開発のシステムであるが、大
きな支障なく稼働している 
9 外部教材利用の仕組みで本稿に取り上げないかったものに SCORM がある。これはレンダリング・エン





11 PC でカメラ機能を利用するには以前は Adobe Flash を採用することが一般的であったが、現在では、
PC およびスマートフォンで利用可能になりつつある WebRTC が最適である 
12 顔認識技術に採用した NeoFace SDK は NEC の提供するパッケージであったが販売停止している。現













19 人間が扱う番号はチェックデジットを設けるべきであり、ショルダーハックを防ぐ意味で 7 桁以上が
必要だが、無暗に長いと本人が覚えられない 






















Excel シートを利用することや Microsoft Project のような PC のアプリケーションを使う
ことで済ますことも多いが、多人数の係わる進捗管理はプロジェクト参加者への「見える化」
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